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　以前の合成では C8-C9 位間をアニオンカップリングにより C5-C15 セグメントの構築を行っていたが、低






































審 査 の 結 果 の 要 旨
　本学位論文で著者は、創薬のシードとして注目されている海洋天然物の効率的な合成経路を考案し、2種
の海洋天然物を合成した。そのうち、1つは世界で初の合成である。この合成経路は、類縁の海洋天然物の
合成にも応用できる柔軟なものであり、天然物合成化学分野に有益な知見をもたらした。さらに、これらの
海洋天然物の作用機構を明らかにするために、様々な人工類縁体を合成し、その構造－細胞毒性相関を明ら
かにした。その結果、これらの海洋天然物の強力な細胞毒性発現には、分子全体が必要であり、それらを分
割するとほとんど活性を失うことを明らかにした。また、カルボキシル基はこの活性に重要でないことを示
した。この成果は、この型の海洋天然物の細胞毒性発現機構解明のために重要な情報を提供したものとして、
評価される。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
